






 

研究目的 

現在,産婦人科領域では診断用超音波機器が広く用いられており,その普及率は

100%といっても過言ではない。他の臨床領域での応用と異なって,産婦人科領域

では,特に姙娠初期の超音波照射の機会が多いことから,各種の物理的エネルギ

ーや薬物に感受性の鋭敏な器管形成期の胎児に超音波を照射しても,安全であ

るか否かに関しては,広汎な実験データの集積に基づく結論が急がれるところ

である。換言すれぱ,超音波の生体作用を基礎的データの集約によって,多角的

に検討する必要がある。 


